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⾃⼰紹介
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本セミナーの対象者
想定聴講者
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削除可

• CloudFormation をこれから利⽤される⽅、概要をお知りになりたい⽅

前提
• AWS の基本的な概要や操作を理解していること
• CloudFormation の基本的な⽤語 (スタック、テンプレート、変更セットなど) を理解して

いること
※ 次の Black Belt Online Seminar で解説しています
AWS CloudFormation #1 基礎編
資料 https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2023_CloudFormation-1_0731_v1.pdf
動画 https://youtu.be/4dyiPsYXG8I

ゴール
• CloudFormation を利⽤する上で必要な知識（依存関係、動的参照など）をご理解いただく

こと
• CloudFormation の利⽤⽅法（ネストされたスタック、スタックセットなど）についてイ

メージを掴んでいただくこと

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2023_CloudFormation-1_0731_v1.pdf
https://youtu.be/4dyiPsYXG8I
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アジェンダ
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1. リソースの依存関係
- DependsOn 属性による明⽰的な依存関係

- 組み込み関数による暗黙的な依存関係

2. 動的参照

3. ネストされたスタック

4. クロスアカウント参照

5. StackSets

削除可

※ 本資料では CloudFormation = CFn と略記することがあります
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リソースの依存関係
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リソースの依存関係
テンプレートに記述したリソースを作成する際、リソースの構築順は、テンプレートで定義した
リソース間の依存関係から CloudFormation が⾃動的に決定する。

6

Security group Security group

Stack Stack

例︓EC2 インスタンスがセキュリティグループを参照するように記述することで、最初にセ
キュリティグループが作成され、次に EC2 インスタンスが作成される。

テンプレートで定義したリソース間に依存関係がない場合、CloudFormation はリソースの作成
を並⾏して開始する。

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies
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リソースの依存関係
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https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies

1. DependsOn 属性による明⽰的な依存関係
DependsOn 属性を使⽤して依存関係を明⽰的に定義することで、リソースを決まった順序で処
理することが可能。

組み込み関数（Fn::Ref、Fn::GetAtt、Fn::Sub）を利⽤し、プロパティの値として、別のリ
ソースの属性値を参照すると、参照先のリソースが作成されてから対象のリソースを作成する。

DependsOn 属性が必須の場合の例
• Amazon VPC ゲートウェイのアタッチメント
• Amazon ECS サービスと Auto Scaling グループ
• AWS IAM ロールポリシー

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/aws-attribute-dependson.html#gatewayattachment

2. 組み込み関数による暗黙的な依存関係

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/aws-attribute-dependson.html
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DependsOn 属性による
明⽰的な依存関係
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DependsOn 属性による明⽰的な依存関係
DependsOn 属性を使⽤することでリソースの依存関係を定義することが可能。

9
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/aws-attribute-dependson.html

例︓DependsOn 属性の値として Amazon S3 バケットリソースの論理 ID を使⽤することで、Amazon
S3 バケットの作成が完了するのを待ってから、Amazon SNS トピックの作成を開始する。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/aws-attribute-dependson.html
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組み込み関数による
暗黙的な依存関係

10



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::Ref）
Fn::Ref や Fn::GetAtt などの組み込み関数を使⽤して他のリソースを参照することで、暗黙的
な依存関係を定義することが可能。

11

例︓CloudFormation は SNSTopic リソースの作成が完了するのを待ってから、 
SNSTopicSubscription リソースの作成を開始する。

AWS::SNS::Topic は !Ref による参照で 
Topic の ARN を返す

TopicArn プロパティには、サブスクライブする
Topic の Amazon Resource Name  (ARN) が必要

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies
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組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::Ref）
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スタックを削除すると、CloudFormation は作成順と逆からリソースを削除する。

はじめに、最後に作成された
SNSTopicSubscription リソースを削除
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組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::Ref）
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スタックを削除すると、CloudFormation は作成順と逆からリソースを削除する。

続いて最初に作成された SNSTopic 
リソースを削除
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組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::GetAtt）
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AWS::EC2::SecurityGroup は GroupID 属性
を !GetAtt に渡して参照されると、セキュリ
ティグループの ID を返す。

!GetAtt を使⽤することで、GroupId プロ
パティに SecurityGroup リソースの ID を
指定可能。

例︓Fn::Ref 同様に参照される SecurityGroup リソースが CREATE_COMPLETE ステータス
になるのを待ってから、SecurityGroupIngress の作成が開始される。

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies

https://catalog.workshops.aws/cfn101/ja-JP/intermediate/templates/resource-dependencies
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組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::GetAtt）
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スタックを削除すると、CloudFormation は作成順と逆からリソースを削除する。

はじめに、最後に作成された
SecurityGroupIngress リソースを
削除。
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組み込み関数による暗黙的な依存関係（Fn::GetAtt）
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スタックを削除すると、CloudFormation は作成順と逆からリソースを削除する。

続いて最初に作成された 
SecurityGroup リソースを削除。
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動的参照
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動的参照
AWS Systems Manager（SSM） Parameter Store、AWS Secrets Manager を含む AWS 
サービスに保存されている外部値の参照が可能。

18

Parameter Store

AWS Systems Manager

Template

AWS Secrets Manager

サービス 参照可能なデータ
AWS Systems 

Manager
• Parameter Store に格納されている String/StringList（平⽂で保存されているデータ）
• Parameter Store に格納されている SecureString（暗号化され保存されているデータ）

AWS Secrets 
Manager • 保存されているすべてのシークレットまたは特定のシークレット

参照
（DB接続情報など）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html

参照
（EC2 AMI、文字列など）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html
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動的参照 - SSM Parameter Store
SSM パラメータ

19

例︓スタック操作時および変更セット操作時に SSM パラメータストアに格納されている 
S3AccessControl パラメータバージョン 2 の値を参照し S3 バケットのアクセス制御に設定。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html

• SSM にてパラメータを更新した場合、CloudFormation にパラメータの変更を反映させるた
めに、スタックの更新にて動的な参照を含むリソースを更新する必要がある。

• バージョンを指定しない場合、AWS CloudFormation は、スタックを作成または更新するた
びに最新バージョンのパラメータを使⽤する。

• 現時点では、クロスアカウント SSM パラメータアクセスをサポートしていない。
• 現時点では、ドリフト検出をサポートしていない。

考慮事項
parameter-name version

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

動的参照 - SSM Parameter Store 
SSM Secure String パラメータ
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• セキュアな⽅法で参照する必要がある機密データをパラメータとして利⽤する際に推奨。
• Secure String パラメータの値は保存されず、API コールの結果でも返されない。
• 現時点でサポートしているリソースプロパティに対してのみ使⽤可能。
• 変更セットでは安全な⽂字列に変換された値を⽐較し、実際の値の⽐較はしない。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html#dynamic-references-ssm-secure-strings

例︓スタック操作時および変更セット操作時に SSM パラメータストアに格納されている安全な
⽂字列であるバージョン 10 の値を IAM ユーザーのパスワードに設定。

parameter-name version

考慮事項

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html
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動的参照 - SSM Parameter Store
2023 年 11 ⽉現在で動的なパラメータパターンをサポートするリソース

21
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html#template-parameters-dynamic-patterns-resources

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html
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動的参照 - AWS Secrets Manager
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html#dynamic-references-secretsmanager

リファレンスパターン
{{resolve:secretsmanager:secret-id:secret-string:json-key:version-stage:version-id}}
・secret-id︓必須
- シークレット名またはシークレット ARN。
・secret-string︓必須
- 現在サポートされている値は SecretString のみ。
・ json-key
- 値を取得するペアのキー名。指定しない場合、シークレットテキスト全体を取得する。
・version-stage
- シークレットのバージョンのステージングラベル。
- version-stage を利⽤する場合、version-id は指定できない。
・version-id
- シークレットのバージョンの固有識別⼦を指定。
- version-id を利⽤する場合、version-stage は指定できない。
※ version-stage、version-id を指定しない場合、デフォルトで AWSCURRENT というバージ
ョンが指定される。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html
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動的参照 - AWS Secrets Manager
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html#dynamic-references-secretsmanager

・SSM Secure String と異なり、全てのリソースプロパティで使⽤可能。
・Secrets Manager でシークレットを更新しても、CloudFormation のシークレットは更新さ
れないため、動的な参照を含むリソースを更新するスタック更新を実⾏する必要がある。

例︓Secrets Manager に格納されている、デフォルトのバージョンである AWSCURRENT の
ユーザー名とパスワードの値を参照し、それぞれのプロパティに設定。

secret-id json-key

考慮事項

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/dynamic-references.html
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ネストされたスタック

24
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ネストされたスタック
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html

A Stack

ルートスタック

第 1 レベルスタック
C Stack

E Stack F Stack

B Stack

D Stack

第 2 レベルスタック

第 3 レベルスタック

親スタック

• ネストされたスタックに対しても他のスタック
をネストすることが可能。

[図解]
・スタック B からみると、スタック A は親スタックで
あると同時にルートスタックでもある。
・スタック E からみると、スタック D が親スタック。
・スタック D からみると、スタック B が親スタック。

• ルートスタックは、ネストされたすべての
スタックが最終的に属する最上位スタック。

• ネストされたスタックにはそれぞれ、直接の親
スタックが存在する。

• ⼤きなテンプレートを⼩さな専⽤のテンプレー
トに分け、参照することが可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html
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ネストされたスタック

• ネストされたスタックのテンプレートを S3 バケットに予め保存する必要がある。

26

Root Stack Template

VPC Template

EC2 Template

IAM Template

VPC Stack

IAM Stack 

EC2 Stack 

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html

ユースケース
• 複数のスタックに使⽤しているリソースの構成がある場合、テンプレートに同じ構成をコ
ピーアンドペーストする代わりに、専⽤のテンプレートを再利⽤することが可能。

• ⼤きなテンプレートを⼩さなテンプレートに分解することでリソース制限を回避する。
• 変更セットによるリソースの変更プレビューが可能。

留意点

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html
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ネストされたスタック（親スタック）
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AWS::CloudFormation::Stack リソースタイプにて⼦スタックを定義する。

Root Stack

ルートスタック
（親スタック）

第1レベルスタック
（⼦スタック）

IAM StackVPC Stack EC2 Stack

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html
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ネストされたスタック（親スタック）
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Root Stack

ルートスタック
（親スタック）

第1レベルスタック
（⼦スタック）

IAM StackVPC Stack EC2 Stack

TemplateURL プロパティにてネストされたスタックのテンプレートを指定する。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html
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ネストされたスタック（親スタック）
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Parameters プロパティにてネストされたテンプレートにパラメータを渡すことが可能。

組み込み関数 Fn::GetAtt（!GetAtt） を利⽤すること
で、他のネストされたテンプレートの Output セクショ
ンで出⼒された値をパラメータとして利⽤可能。

※

Root Stack

ルートスタック
（親スタック）

第1レベルスタック
（⼦スタック）

IAM StackVPC Stack EC2 Stack

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-nested-stacks.html
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クロススタック参照

30
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クロススタック参照
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ユースケース
・あるスタックでデプロイしたリソースを、他のスタックから参照したい。
・役割と責任を分けるために、スタックを分けて管理したい。

留意点
・スタックを分けすぎて管理が煩雑になる場合がある。
・別スタックによって参照されている出⼒値を変更、削除することができない。
・スタックの出⼒値が参照されている場合、当該スタックを削除することができない。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html
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クロススタック参照
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html

・Output セクションの Export フィールドに出⼒したい値を指定する。
使い⽅:参照されるスタック（IAM Stack）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html
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クロススタック参照
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html

・組み込み関数 Fn::ImportValue にて取得したい値を指定する。
使い⽅:参照するスタック（EC2 Stack）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/walkthrough-crossstackref.html
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ネストされたスタックとクロススタック参照の違い

クロススタック参照

34
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-stack-exports.html#output-vs-nested

ネストされたスタック
• ネストされたスタックグループ内でのみ情報共有をしたい場合に推奨。
• 複数の⼦スタックのリソースを親スタックによりすべてデプロイし、管理する。
• ⼦スタックのテンプレートを S3 バケットに保存する必要がある。
• AWS::CloudFormation::Stack リソースタイプを使⽤することで、⼦スタックからテンプ

レートを参照可能。（*）
• TemplateURL プロパティにてネストされたスタックのテンプレートを指定。（*）
• Parameters プロパティにてネストされたテンプレートにパラメータを渡す。（*）

• ネストされたスタックグループ内に限らず、他のスタックと情報を共有したい場合に推奨。
• 他のスタックによって管理されているリソースをインポートして利⽤する。
• Output セクションの Export フィールドに出⼒したい値を指定。
• 組み込み関数 Fn::ImportValue にて取得したい値を指定。

（*: 親スタック）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-stack-exports.html
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StackSets

35
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概要

36

1 つのテンプレートを使⽤して複数の AWS アカウント（ターゲットアカウント）、複数のリー
ジョンにスタックを作成、更新、削除することが可能。

Region A

Stack setTemplate

Target account A Target account B

Region B

Region C

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/what-is-cfnstacksets.html

Stack

Stack

Stack

Administrator account

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/what-is-cfnstacksets.html
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⽤語

37

・管理者アカウント
- スタックセットを作成する AWS アカウント

・ターゲットアカウント
- スタックセットの 1 つ以上のスタックを作成、更新、削除する AWS アカウント

・スタックセット
- スタックの作成に使⽤するテンプレートおよびパラメータ、スタックを作成するターゲッ
トアカウント、デプロイするリージョンなどの定義

・スタックインスタンス
- ターゲットアカウントのスタックへのリファレンス
- スタックインスタンスはスタックなしで存在可能
（何らかの理由によりスタックが作成されていない場合、スタックインスタンスに失敗理由
が表⽰される）
- スタックインスタンスは 1 つのスタックセットにのみ関連付けられる

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/what-is-cfnstacksets.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/what-is-cfnstacksets.html
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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セルフマネージド

サービスマネージド

AWSCloudFormationStackSet
AdministrationRole

AWSCloudFormationStackSet
ExecutionRole

管理アカウントとターゲットアカウントの双
⽅に指定された名称・内容で IAM ロールを
作成する必要がある。
IAM ロール作成⽤ CloudFormation テンプ
レート配布されている。

AWS Organizations で StackSets の信頼されたアク
セスを有効化することで、管理アカウントとターゲッ
トアカウントの双⽅に必要な IAM ロールが⾃動的に
作成される。

Administrator account Target account

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-activate-trusted-access.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-prereqs-self-managed.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-activate-trusted-access.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-prereqs-self-managed.html
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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アクセス許可を指定し、⾃⾝で⽤意したテ
ンプレートかサンプルテンプレートを指定。

スタックセット名称や説明、テンプレートのパ
ラメータを指定。

1. テンプレートの選択 2. スタックセットの詳細を指定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-getting-started-create.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-getting-started-create.html
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タグや実⾏設定を指定。 デプロイ先や⾃動デプロイオプション、
同時実⾏するアカウントやリージョン等を指定。

3. スタックセットオプションの設定 4. デプロイオプションの設定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-getting-started-create.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-getting-started-create.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-manage-auto-deployment.html

組織単位（OU）へアカウントを追加・削除した際のスタックインスタンスの挙動を設定する機能。

※上書きされたパラメータ値[p.55、56]は、設定時に指定されたアカウントにのみ適⽤され、⾃動デプ
ロイオプションにて今後追加されるアカウントには適⽤されない。
※⾃動デプロイ設定は、スタックセット作成後いつでも調整可能。

※サービスマネージドのアクセス許可モデルの場合に設定することが可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-manage-auto-deployment.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stackset-ops-options

スタックセットの作成、更新、削除に適⽤され、リージョン別に⼀度にオペレーションを実⾏す
るターゲットアカウントの最⼤数または割合 (%) を指定することが可能。

同時アカウントの最⼤数

[1]. リージョン A で 5 アカウント [2]. リージョン A で他の 5 アカウント 

[3]. リージョン B で 5 アカウント 

※指定された割合 (%) が指定したアカウントの整数にならない場合は、丸められる。
例︓ターゲットアカウント 10 割合 (%)︓25 = ターゲットアカウントの最⼤数 2 

例︓割合 (%)︓50 で 2 つのリージョンの 10 個のターゲットアカウントにデプロイする場合

Region - A Region - A

Region - B

[4]. リージョン B で他の 5 アカウント 
Region - B

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stackset-ops-options

スタックセットの作成、更新、削除時に、各リージョンで発⽣する場合があるスタックオペレー
ションの失敗の最⼤数または割合 (%)を超えるとオペレーションが⾃動停⽌する。

障害耐性

[1]. デプロイに 1 つ失敗

※指定された割合 (%) が指定したアカウントの整数にならない場合は、丸められる。
例︓ターゲットアカウント 10 割合 (%)︓25 = ターゲットアカウントの最⼤数 2 

例︓割合 (%) : 20 で 3 つのリージョンの 10 個のターゲットアカウントにデプロイ

Region - A

[2]. デプロイに 3 つ失敗
Region - B

[3]. 更新オペレーション停⽌
Region - C

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html

厳密な障害耐性（デフォルト）

同時実⾏モード
スタックセット操作中の同時実⾏レベルの動作を選択できるパラメータ。

失敗したアカウントの数が障害耐性 +1 の値を超えないように、同時実⾏レベルを動的に下げる。
つまり、デプロイに失敗した場合、実際の同時実⾏数は失敗したデプロイの数に⽐例して減少する。
そのため、デプロイが失敗するたびに同時実⾏性が低下するのでデプロイ速度は低下する。
なお実際の同時実⾏数の初期値は、同時アカウントの最⼤数の値または障害耐性 +1 の値のいずれか低い
⽅に設定される。

ソフト障害耐性
障害耐性と実際の同時実⾏性を切り離し、デプロイに失敗しても同時実⾏レベルは⼀定。
これにより、障害の数に関係なくスタックセットの操作を同時アカウントの最⼤数の値で設定された同
時実⾏レベルで実⾏できる。
しかし、実際の障害の数を考慮せず同時にデプロイを実施するため、障害耐性で設定した数よりも、デ
プロイに失敗したスタックインスタンスが多くなる可能性があることに注意。
そのため、厳密な障害耐性よりもデプロイ速度を優先したい場合に推奨。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html

同時実⾏モード︓厳密な障害耐性（デフォルト）
[例] 障害耐性︓5 同時アカウントの最⼤数︓10
       実際の同時実⾏数（障害耐性 + 1）︓6

（障害耐性の値 5 + 1 が同時アカウントの最⼤数の値よりも低いため。）

(1)

= 実際の同時実⾏数 = 同時アカウントの最⼤数

スタックセットが 1 つのデプロイに失敗すると、実際の同時実⾏数は 6 から 5 に減少する。

=スタックセット =成功したスタックセット =失敗したスタックセットFS

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html

同時実⾏モード︓厳密な障害耐性（デフォルト）
(2) スタックセットがさらに 2 つのスタックインスタンスのデプロイに失敗すると、実際の同時実⾏数は

5 から 3 に減少し、失敗したスタックインスタンスの合計は 3 となる。

(3) その後、スタックセットが 3 つのスタックインスタンスのデプロイに失敗すると、失敗したスタック
インスタンスの合計は 6 となる。
その場合、失敗したスタックインスタンスの数が障害耐性 +1 の値に等しくなるため、スタックセッ
トは操作に失敗する。

今回の例では、スタックセットは操作を停⽌する前に 9 つのスタックインスタンス (3 つは成功、6 つは失
敗) をデプロイを実施した。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html

同時実⾏モード︓ソフト障害耐性
[例] 障害耐性︓5 同時アカウントの最⼤数︓10
       実際の同時実⾏数︓10

(1)

= 実際の同時実⾏数 = 同時アカウントの最⼤数

スタック操作が 1 つ失敗しても、実際の同時実⾏数は 10 のまま変わらない。

=スタックセット =成功したスタックセット =失敗したスタックセットFS

(2) さらに、スタックインスタンスに 2 回障害が発⽣しても、実際の同時実⾏数は 10 のまま変わらない。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html
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https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html

同時実⾏モード︓ソフト障害耐性
(3) ６ つのスタック操作に失敗し、障害耐性の値である 5 に達ししたため、スタックセットは操作に失

敗する。ただし、同時実⾏キューの残りの操作が終了するまでスタックセットの操作は終了しない。

(4) スタックセットの操作が障害耐性の 5 に達したにもかかわらず、同時実⾏キューに実⾏すべき操作が
7 つ残っていたため、合計 8 つのスタックインスタンスが失敗する。

この例では、スタックセットは操作を停⽌する前に 15 個のスタックインスタンス (7 つは成功、8 
つは失敗) をデプロイした。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/concurrency-mode.html
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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任意のスタックセットを選択し、アクショ
ンから「StackSet の詳細を編集」を押下。

1. 更新するスタックセットを選択

現在のテンプレートを使⽤するか、既存の
テンプレートを置き換えるか選択。

2. テンプレートの選択

スタックセットの説明、テンプレートのパラ
メータを変更可能。

3. スタックセットの詳細を変更可能

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-update.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-update.html
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タグや実⾏設定を指定。 デプロイ先やリージョン、デプロイオプション
やリージョン等を指定。

3. スタックセットオプションの設定 4. デプロイオプションの設定

アカウントフィルタータイプ(サービスマネージド)
デプロイターゲットを個々のアカウントに制限し
たり、指定された組織単位(OU) を使⽤してター
ゲットアカウントを指定することが可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-update.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/account-level-targets.html

スタックセットの更新 2/2

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-update.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/account-level-targets.html
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

スタックインスタンスのパラメータの上書き 1/2

55

任意のスタックセットを選択し、アクショ
ンから「StackSet のパラメータを上書き」
を押下。

1. 更新するスタックセットを選択

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-override.html

デプロイ先やリージョン、デプロイオプ
ションやリージョン等を指定。

２. デプロイオプションの設定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-override.html
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3. 上書きの指定
任意のパラメータを選択し、アクションから
「StackSet 値の上書き」を押下。

上書きする内容を⼊⼒することが可能。

※上書きされたパラメータをスタックセットで
指定された値に戻すためには、「StackSet 値に
設定」を選択する必要がある。

留意点

※上書きされたパラメータ値は、設定時に指定し
たアカウントにのみ適⽤される。
（今後作成されるスタックには適⽤されない。）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-override.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-override.html
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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スタックセットを選択し、アクションから 
「StackSet からスタックを削除」を押下。

1. 削除するスタックを選択
デプロイ先やリージョン、デプロイオプション
やリージョン等を指定。

2. デプロイオプションの設定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-delete.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stackinstances-delete.html
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オペレーション
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• スタックセットの作成
- スタックの作成に使⽤するテンプレート、ターゲットアカウント、デプロイする AWS リー
ジョンの指定を⾏い作成。

• スタックセットの更新
- スタックセットを更新すると、スタックセットのスタックに変更内容がプッシュされる。

• スタックの削除
- 指定したリージョン内の指定したターゲットアカウントから、スタックを削除する。
（スタックの削除に併せて対象のスタックインスタンスも削除される。）

• スタックセットの削除
- スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

• アクセス許可モデルの選択と設定 (初回のみ)
- スタックセットはセルフマネージド型またはサービスマネージド型のアクセス許可が必要。

• スタックインスタンスのパラメータの上書き
- アカウントおよびリージョン別にスタックインスタンスのパラメータ値を上書き可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html#stacksets-concepts-ops

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-concepts.html
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スタックセットの削除
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スタックセットを選択し、アクションから 
「StackSet の削除」を押下。

1. 削除するスタックセットを選択
削除ボタンを押下。

2. 削除を実⾏

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-delete.html

※スタックセット内にスタックインスタンスが存在しない場合のみ、削除可能。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-delete.html
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Thank you!
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削除可
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AWS Black Belt Online Seminar とは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWS の技術担当者が、AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

必須

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。

AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWS サポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 
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必須

https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home

